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京
都
市
内
に
も
豪
箸
な
ホ
テ
ル
は
数
多
く
あ
る
。
同

ホ
テ
ル
の
建
物
の
高
さ
は
５
階
建
て
。
誰
も
が
見
慣
れ

た
ホ
テ
ル
と
比
較
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
低
層
で
あ
ろ
う
。

だ
が
不
思
議
な
こ
と
は
何
も
な
い
。
背
の
高
い
姿
は
必

要
な
い
の
だ
．
建
物
自
体
、
八
角
形
の
独
特
な
形
状
を

し
て
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
の
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り

も
、
そ
の
建
物
が
大
切
に
抱
く
よ
う
に
囲
ん
で
い
る
７

種
類
の
ガ
ー
デ
ン
が
、
ま
ず
手
が
け
ら
れ
た
場
所
で
あ

る
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
ス
パ
も
、
美
や
健
康
を
育
む

料
理
と
い
う
視
点
に
こ
だ
わ
り
、
リ
ー
ー
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
数
々
も
、
心
と
き
め
く
も
の
で
は
あ

る
。
だ
が
最
終
的
な
目
的
は
、
そ
の
と
き
め
き
を
鎮
め
、

心
静
か
に
深
く
呼
吸
し
、
深
く
眠
る
こ
と
で
あ
る
。

「
人
が
し
ば
し
ば
行
く
場
所
」
「
魂
を
註
ら
せ
る
こ
と
」

「
自
分
が
よ
く
い
る
場
所
」
「
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と
」

「
お
気
に
入
り
の
時
間
」
「
元
い
た
場
所
に
戻
る
こ
と
」
…
。

巷
間
言
わ
れ
る
、
「
リ
ゾ
ー
ト
」
の
語
源
と
さ
れ
る
数
々

の
定
義
で
あ
る
。

而
世
紀
、
戦
い
に
敗
れ
た
英
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が

生
気
を
回
復
し
た
の
は
、
ボ
ス
コ
ベ
ル
の
森
の
、
オ
ー
ク

の
木
の
下
。
再
び
王
冠
を
手
に
し
た
と
き
、
そ
の
癒
し
の

木
は
敬
意
を
込
め
て
「
ロ
イ
ャ
ル
オ
ー
ク
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
こ
の
と
き
、
王
に
と
っ
て
の
リ
ゾ
ー
ト
と
は
、

「
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と
」
で
あ
っ
た
ろ
う
か
…
。

旧
年
前
、
滋
賀
県
大
津
市
は
萱
野
浦
（
か
や
の
う
ら
）

と
い
う
地
に
、
「
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
は
で
き
た
。

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
近
江
大
橋
を
挟
ん
だ
対
岸
、
大
津

市
に
お
の
浜
に
「
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
が
開
業
し
、
ョ

－
口
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
と
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
ホ
テ

ル
が
琵
琶
湖
を
跨
い
で
、
そ
の
雄
姿
を
並
べ
た
の
で
あ
る
。
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語
源
の
話
も
あ
る
の
だ
が
、
「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言

葉
は
、
世
代
に
よ
っ
て
様
々
な
捉
え
方
を
さ
れ
る
の
で
、

一
度
こ
の
言
葉
を
忘
れ
て
み
る
。
本
来
、
同
ホ
テ
ル
が
目

指
し
て
い
る
の
は
何
か
？
そ
れ
は
「
観
光
の
足
場
」
で
は

な
く
、
ホ
テ
ル
が
「
旅
の
目
的
地
」
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
「
旅
」
と
は
何
か
？
旅
す
る
側
は
も
ち
ろ
ん
、

旅
さ
れ
る
側
に
も
同
じ
よ
う
に
、
捉
え
方
は
色
々
あ
る
。

同
ホ
テ
ル
が
考
え
る
旅
と
は
、
ホ
テ
ル
で
ま
る
１
日
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
こ
と
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
界
隈
を
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
み
る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

折
し
も
関
東
で
は
天
王
洲
や
浦
安
な
ど
、
湾
岸
開
発
の

波
を
受
け
、
世
間
で
は
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
」
と
い

う
言
葉
が
流
行
し
て
い
た
。
特
に
萱
野
浦
で
は
、
そ
れ
に

あ
や
か
っ
て
「
瀬
田
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
」
な
る
言
葉

も
使
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
中
心
に
は
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ー

ク
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
。
事
実
、
同
ホ
テ
ル
の
周
り
に
飲
食

店
や
雑
貨
店
、
複
合
商
業
施
設
が
続
々
と
建
っ
た
。
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｢屋内の開放感」を感じて食事を

Ｃａｆｅｄｅｌ'abbye／カフェドゥ.ラペイ

これまでは喫茶の要素のみであったが、吹き

抜けを眺めながら食事ができるレストランと

して生まれ変わった。宿泊時にもありがたい

ブレックファーストも用意している

倉7;００～22;００紗077'543.9102

そ
の
同
ホ
テ
ル
が
、
去
る
Ⅶ
月
１
日
に
「
ロ
イ
ヤ
ル

オ
ー
ク
ホ
テ
ル
ス
パ
＆
ガ
ー
デ
ン
ズ
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
大
々
的
に
行
っ
た
。
５
階
部
分

の
客
室
は
全
て
造
り
替
え
、
６
パ
タ
ー
ン
で
川
室
の
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
を
用
意
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は

あ
ま
り
高
ラ
ン
ク
で
は
な
か
っ
た
２
階
の
客
室
も
新
た

に
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ラ
ス
と
専
用
屋
外
バ
ス
を
持

た
せ
る
と
い
う
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
果
た
し
た
。
こ
う

な
る
と
「
こ
の
ホ
テ
ル
で
一
番
良
い
部
屋
を
」
と
い
う

オ
ー
ダ
ー
が
一
番
困
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
要
ら

ぬ
心
配
を
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
他
に
も
、
ス
パ
は
そ
れ

だ
け
で
今
コ
ー
ナ
ー
と
同
じ
紙
幅
を
費
や
し
て
ご
紹
介

で
き
る
ほ
ど
の
設
備
を
整
え
て
い
る
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン

に
も
ず
い
ぶ
ん
手
が
入
っ
て
い
る
。

開
業
以
来
、
初
め
て
と
な
る
大
改
装
は
、
足
場
型
の

性
格
を
「
足
す
」
の
で
は
な
く
、
本
来
持
っ
て
い
た

「
大
い
な
る
休
息
の
場
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
「
よ
り
色

濃
く
、
深
く
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
旅
が
似
合
う
場
所
で
は
な
い
。
潤
沢

な
時
間
を
ホ
テ
ル
を
中
心
に
使
う
。
そ
れ
は
現
在
の
ホ

テ
ル
業
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と

言
え
、
今
で
こ
そ
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
タ

ン
ス
だ
が
、
同
ホ
テ
ル
は
開
業
当
初
か
ら
長
期
滞
在
型

と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
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そこに居ることが、大切なことである。

いにしえの王が、そうであったように。

取材‘文／竹中聡（本誌

撮影／山崎晃治

「
自
分
を
取
り
戻
す
」
・
：
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
二

度
目
に
王
冠
を
そ
の
手
に
し
た
と
き
、
入
城
し
た
の
は

ロ
ン
ド
ン
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
城
だ

っ
た
か
．
緑
濃
き
木
々
、
碧
深
き
水
を
た
た
え
た
城
で

あ
っ
た
な
ら
、
こ
ん
な
ホ
テ
ル
に
似
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
気
が
す
る
の
だ
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。



の他にも大小取り混ぜて9種類のパーティルームがある
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是冒唾等昌一

０１．湖畔に、もっとも近い場所にて０２．特別な日には､憧れのスイートへ ０３．爽やかな風が､祝福を運んでくる０４.新しいウエディングのスタンダード

懲蝋。
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０７．テラスとバスを眺めながらまどろむ幸せ０８．空の青と、山の緑と､湖の碧と０９．崩れ落ちるようなリラクゼーショニ

中国菜湖園/ちゅうごくさいふうえん

《蕊職塾ｽﾃーｷISH唾MA,ｽﾃーｷ石Ⅲ綴。ヅｭﾆｱｽｲーﾄ ル･ヴァンヴェール

客室からチャペルとパーティルームの外観を望んだ様子。

ルヴァンヴェールのドアを開放して、デッキ部分にテーブ

ルを出してハウスウェディング風な演出もできる

これが本文中にあるもう一つの目玉。プライベートテラス

と屋外バスがついた部屋はスイートタイプを含め4室あり、
写真の部屋は1泊55440円（税サ込み）

ＣＦ､６９

ｆ－ティルーム。正餐で
ティが可能。もちろんこ

チャペルに隣接するテラス付きパーティルー

110名、立食なら150名までのパーティが可能｡
5階ロイヤルフロアにある一室。同タイプは2部屋あり、１

泊60060円（税サ込み)。同フロアは11部屋のスイートと４０

部屋のツイン/キングのルームタイプで構成される

琵琶湖側の1Fにあり、湖周道路を挟んですぐ目の前が湖面。

カップルや2～3人での利用ならカウンターを選びたい。コ
ースは昼夜それぞれ3465円～／9240円～
管11:30～14:３０１７:00～21:３０秒077.543.9116

写真はスパ施設内のリラクゼーションルーム。足を踏み入

れるだけで足から崩れ落ちそうになるほどリラックスでき

る。スパとフィットネスだけで間違いなく１日過ごせる
酋7:30～2200（日祝～20:00）’077.543.9111

働懲心恩。
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リンデンバウム ガーデン

ＳＫＹ＆ＬＡＫＦ＆ＨＯＴＥＬラグジュアリーキング 癖

《
》
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〉

〈
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同ホテルではアトリウムウェディングが今も人気なのだが、

新築されたチャペル「リンデンバウム」でさらに幅が広が
った。100名収容できる立派なチャペルである

人気の中国料理も内装を一新。本誌でもお馴染みの木村英

輝さんの絵画が「ステーキ|SHlYAMA」と同様に壁面を飾
っている。コースは昼夜それぞれ2310円～／6930円～

圏11;30～14:３０１７:００～21:301077.543.9126

ホテルの内側にあるガーデン。主に「Monet's」「White」

｢English」「Nature」の4つに分かれ、写真はネイチヤーガ

ーデン。もちろん中庭でのガーデンウェディングも人気
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